
行政支援情報 

農作業向けに改良したアシストスーツ 

 

福島県農業総合センター 企画経営部経営・農作業科 

部門名 その他－その他－その他     

担当者  河原田友美・宮和佳子・青田聡 

 

Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

農業生産の現場では重量物の持ち上げ・下ろしや前傾・中腰姿勢での作業が多く、腰への負担が大きい。そこで、農作業

に使用できるよう市販の腰補助用アシストスーツ（イノフィス社、マッスルスーツスタンドアローン型）を改良した（写真１）。 

  (1) 試験に供試したマッスルスーツスタンドアローン型は、介護や物流向けで、モーターやコンプレッサーを使用せず、人

工筋肉にポンプにより手動で空気を供給して重量物の持ち上げ下ろしや前傾・中腰姿勢での作業の際に腰をアシスト

する装置である。装置の重量は約５kg、補助力は最大 25kgf である。 

   (2) 農作業に適用するための改良点は歩行性、装着性、防水性である（表１）。 

   (3) 軽トラックへのコンテナ積み込みやアスパラガスの収穫等をモデルとした重量物持ち上げや前傾・中腰姿勢保持の

室内負荷試験において、アシストなしと比較して腰部の筋肉の負担（筋電位）が低下した（図１、２）。 

  (4) 改良したアシストスーツを用いて野菜の収穫作業を現地で行った（写真２）。農業者からは腰の負担が軽減されたと

の評価が得られた。  

 

 ２ 期待される効果 

  (1) 重量物の上げ下ろし作業時に、腰の負担が軽減される。 

   (2) 前傾・中腰姿勢での作業時に、腰の負担が軽減される。 

 

 ３ 適用範囲 

  県内の農業者 

 

 ４ 普及上の留意点 

  (1) 本装置は、装着者が作業に合わせて人工筋肉に供給する空気圧量を調節して使用する。 

 

(2) 本装置は、現在１台 80 万円で販売されているが、普及が進めば価格の低下が見込まれる。 

 

  (3) アシストスーツの効果を十分に発揮するためには、正しく装着することが重要である。 

 

(4) 本成果は、株式会社イノフィスと共同で開発した。 

 

    

 

 



Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者 

  河原田友美 

 

 ２ 成果を得た課題名 

  (1) 研究期間 平成 27 年度～29 年度 

  (2) 研究課題名 農作物の管理･収穫作業における補助用具を用いた労働負担軽減策 

 

 ３ 主な参考文献・資料 
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図１ アスパラガス収穫作業をモデルとした前傾・中腰姿勢保持の
室内負荷試験時の筋負担軽減効果（平成 29 年） 

写真１ 農作業アシストスーツ（マッスルスーツスタンドアローン型） 

※アシストなしを 100％とした時の脊柱起立筋の筋電位(ｍEMG)比率 
※ｔ検定により＊と＊＊はアシストなしとそれぞれ５％、１％水準で
有意差がある。 
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図２ 軽トラック荷台へのコンテナ積み込み作業をモデル
とした重量物持ち上げの室内負荷試験時の筋負担
軽減効果（平成 29 年） 

※アシストなしを 100％とした時の脊柱起立筋の筋電位(ｍEMG)比率 
※ｔ検定により＊＊はアシストなしと１％水準で有意差がある。 
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動力は人工筋肉 

圧縮空気の供給は
手動ポンプで作業前
に行うだけ。 

表１ アシストスーツの主な改良点 

改良点

歩行性 腿フレームに遊びの部分を設けることで、歩行時に腿にパッドが当たらず、歩行を妨げないようにした。

装着性 肩ベルトの形状を長くし、中のクッションをより柔らかいスポンジのものに変更することで、肩部にかかる負荷を軽減した。

防水性 防水性のカバーを作成した。

内容

写真２ アシストスーツを使った 
カボチャ収穫 


